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小規模サービスのイメージ①

都市圏で行う賃貸などでの
小規模定員のサービス

放課後
児童クラブ

子育て
支援拠点

人口減少地域などにおける
多機能型のサービス

【イメージ①】 連携型・サテライト型 【イメージ②】多機能型

小規模サービス
（定員２０名以下）
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イメージ②－２ 小規模保育サービス②

● 独立したサービス類型の創設と独自の基準設定
・ ３歳未満児に重点化した需要に対応

３歳未満児に特化したサービス類型の推進

・ へき地などの人口減少地域などにおける小規模保育サービス
６～１９人定員のサービス類型の創設等

・本園機能
・共同事務処理
・食事提供

等

連携こども園（仮称）・
連携事業所との提携

小規模サービス
（定員２０名以下）

小規模サービス
（定員２０名以下）



基準の設定と費用保障

利用者

● 主に３歳未満の子どもを持つ親の高いニーズへ対応する専用サービス類型の創設
実績上も、就学前の子どもを持つ親の間で、短時間利用できる保育を求めるニーズが高いことを

踏まえ、日数、時間の短い需要に対応し、パートタイム労働者等が定期的に使う専用サービスを提供

● サービス類型に応じた基準の設定と費用保障によるサービス体制の確保

● 幼保一体化と連動し、こども園（仮称）におけるサービス拡大

イメージ③ 短時間利用者向け保育サービス

指定事業者
給付

サービス提供

市町村 特に就学前の子どもを持つ親の間で高いニーズ

こども園（仮称）での拡大イメージ

通常時間として提供されるサービス

一時預かりサービス

短時間利用者向けのサービス指定

指定

指定 （フルタイム勤務の家庭等）

（３歳未満の専業主婦家庭・パートタイム労働者の家庭等）

（短時間勤務の家庭等）

専用事業所

サ
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短時間利用者向けのサービス指定

出典：第７回２１世紀出生児縦断調査結果



イメージ④ 早朝・夜間・休日保育サービス

休日・早朝・夜間など
のニーズに対応した
安心した子育て環境
の整備

● 親の多様な就労形態に対応する安心な子育て環境の整備
早朝、夜間、休日にも対応する保育サービスを提供し、多様な就労形態にあっても、安心して子育て

できる環境を整備

多様な就労形態に応じた多様なニーズ

休日の保育ニーズ 早朝の保育ニーズ夜間の保育ニーズ

利用者
のニーズ

利用者視点

● 利用者は家庭的保育サービスなどの他のサービスとの
組み合わせが可能
（全体としてのパッケージメニューとしての使いやすさ）

●輪番制（例）

● 夜間の保育サービスの質の向上
（ベビーホテルなどを質の確保されたサービスに移行）

休日保育

複数の事業所
による週代わり
の交代開所制

地域のこども園（仮称）
の連携

早朝保育 夜間保育

早朝保育や夜間保育は、同一の事業者が行うのが
基本であるが、以下のような仕組みも検討。

提供時間に応じた基準と利用者保障


